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◆表紙説明
　畝傍山キャンパスの写真は、医学科１年生の大友弘一さんから提供して頂きました。古い校
舎の写真は、本誌に掲載の黎明期アルバムの写真より、四条キャンパスの写真は医学科同窓会
のホームページより、それぞれ選びました。
　提供して頂きました方々、ありがとうございます。

同窓会Webサイト
　　　 へのリンク ➡

同総会報名「厳橿（いつかし）」の由来
厳橿とは、神聖な橿の木のことで、本学のある一帯は、古代に「厳橿がもと」
と呼ばれていた。また、古代の人々は常緑で固い橿に託して「命の無事」を
祈った。「厳橿がもと」にあり、「命の無事」に貢献する本学を表している。

奈良県立医科大学医学部医学科同窓会報「厳
いつかし

橿」 第 83 号（ 2 ）令和７年11月



　朝夕に秋の気配がいよいよ濃くなってまいりましたが、同窓の皆さまに
おかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より
奈良県立医科大学医学部医学科同窓会の活動に、あたたかいご理解とご協
力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　このたび、奈良医大は創立80周年という大きな節目を迎えました。さら
に母校では、新キャンパス（畝傍山キャンパス）への移転が着実に進めら
れております。すでに教養課程と看護学科が先行して授業を開始し、今後
は医学科の本格移転も予定されています。新駅の設置や附属病院新Ａ棟の

開設、さらには周辺地域を含めたまちづくり構想と相まって、新キャンパスは教育・研究・地域
連携の拠点として、これまで以上に発展することが期待されます。
　一方で、旧キャンパス（四条キャンパス）は、私たちにとって青春の記憶が詰まった大切な場
所です。大学の姿は時代とともに変わりますが、共に学んだ仲間の姿や過ごした時間は決して色
褪せることはありません。今号の会報が、そうした思い出を呼び起こすきっかけにもなれば幸い
です。
　同窓会としても、この歴史的な節目にあたり、あらためて“つながり”を見直し、次の時代へ
と受け継いでいく役割が求められています。会員構成の多様化や若手世代との接点の希薄化、会
費納入率の低下など、課題は少なくありません。だからこそ世代を越えて支え合う“同窓の力”
の意味が、かつてないほど大きくなっていると感じます。
　私はこのたび、会計担当副会長を拝命いたしました。前任の小林信彦先生の誠実なお働きを引
き継ぎ、事務局と協力しながら、持続可能な財政基盤の確立と適正な会計運営に努めてまいりま
す。とくに、80周年を契機とした広告・寄附制度の整備と強化、支出の効率化、そして会費納入
の一層の奨励を通じて、将来を担う世代に安心してバトンを渡せる同窓会を築いていきたいと考
えております。
　若い世代にとって同窓会は遠い存在に思えるかもしれません。しかし、ここには困った時に助
けてくださる先輩がいて、努力を認め合う仲間がいて、後輩を励まし導く伝統があります。学年
や診療科を越えて結びつくこのネットワークは、私たち医療人にとって確かな心の拠り所となる
と信じています。
　本会報が、皆さまの心に“つながりの灯”をともす一助となり、母校との絆をあらためて感じ
ていただければ幸いです。今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

つながりの力を未来へ ― 80周年と新キャンパス移転

� 副会長（会計担当）　浅　田　秀　夫　
� （昭和59年卒）
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